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序文

宗像市は、福岡県の北部で福岡市と北九ナl・I市から約30kmの中間に位置し、周囲を山塊に囲ま

れた盆地状の地理的特徴を有しています。東西に流れる釣川は、平野部に沖積層の肥沃な土壌

を運び、気候にも恵まれているため、蔑作物の栽培に適した環境をつくっています。

かつての純農村は、昭和36年の国鉄鹿児島本線電化を契機に、福岡・ 北九JI、|両政令指定都市

への通勤圏として大規模な宅地開発が進められ、昭和38年にはじま った市東部の自由ヶ丘団地

の造成、昭和41年にはじまった日の里団地の造成、さらには 2つの大学の進出もあって、人口

が急増し、活気ある住宅・学園都市として発展を遂げ、今日にいたっております。

急速な都市化は、おのずと自然環境や歴史的景観の変貌を伴うものであり、残念ながらほと

んどの文化財は消滅の危機にさらされ、常に緊急な保存対策を迫られ、失われていく埋蔵文化

財に対しては、緊急発掘調査を実施して、記録保存に努め多くの歴史を解明する成果をあげて

まいりました。

本報告の王丸長谷遺跡は、宗像市南西部の土砂採取に伴う緊急発掘調査であり、丘陵上に並

ぶ古墳時代後期の円墳の調査記録を納めております。

本書が広く文化財の保護および学術研究に貢献することを念願いたしますとともに、発掘調

査全般にわたってご協力をいただいた多くの方々に心からの感謝の意を表す次第であります。

平成10年3月31日

宗像市教育委貝会

教育長林 英典
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I. 本書は、平成9年度土砂採取工事に伴い、緊急発掘調査を実施した王丸長谷遺跡（宗像市大

字王丸長谷1153ほか）および周辺遺跡の調査報告書である。

2. 発掘調査は、宗像市教育委貝会が事業主体となって実施した。

3. 福岡県文化財番号は、王丸長谷遺跡 (330669) ・王丸高熊遣跡 (330667) ・王丸出D遺跡

(330569) とする。

4. 本報告書の遺物番号は、遺構ごとの通し番号である。

5. 測醤は、国土調査法第II座標系を用い、方位は磁北である。

6. 遺構の実測及び写真は、王丸長谷遺跡を岡崇、白石康弘、王丸高熊遺跡を白木英敏、王丸出

口遺跡を安部裕久がそれぞれ担当した。

7. 遺物の実測は、安部、岡、小樋千鶴子が、遺物写真の撮影は、岡がおこなった。

8. 遺構、造物の製図は、中原美知子、多比良佳奈子が、遺物の整理は、浅倉弥生、西村広子、

田代貞子、田崎紘子、東和子、濱田広美がおこなった。

9. 本書の執策および編集は、岡がおこなった。
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第1図 調査区および遺構の名称
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第 1章序説

l. 調査の経過

宗像市は、福岡市と北九1H市の中間に位置しており、両政令都市の通勤圏内にあって急速な

人口増加に伴い、宅地造成や道路整備などの開発の波が押し寄せている。

本遺跡に近い日の里団地は、昭和41年に造成が始まり、自由ヶ丘団地と並ぶ市の2大団地で

ある。

王丸地区は、かつて山野が広がり民家の少ない地域であったが、人の往来が激しくなった近

年、国道3号線の拡幅や日の里団地と国道を結ぶ幹線道路の整備、さらには国道周辺の開発とい

った交通と流通の場へと変貌しつつある。また、良質の花尚岩風化土が産出するため、土砂採

取等の工事がおこなわれ地形の変更が避けられない状況である。

このような中で、王丸長谷遺跡、王丸高熊遺跡、王丸出口遺跡は、緊急発掘調査を実施し、

報告することとなった。

王丸長谷遺跡は、花尚岩風化土の採掘される丘陵として土砂採取が進み、現状保存が極めて

困難であるため記録保存という形で対処した。調査範囲は、宗像市大字王丸（字長谷） I 162-2、

1135、1153、1156-1 ~ 3、1158-2と4、1151-l番地周辺で、面積約1000m¥標高52mか

ら71mである。遺構は、古墳が5基検出され調査を実施した。調査期間は、平成8年4月18か

ら着手し、平成9年4月30日に終了した。調査は、土砂採取と併行しておこなったため3回にわ

けて実施した。

王丸高熊遺跡は、王丸長谷遺跡と同様に良質な花尚岩風化土の採掘される丘陵として土砂採

取が進み、現状保存が極めて困難であるため記録保存という形で対処した。調査範囲は、宗像

市大字王丸（字高熊） 1231番地周辺で、面積約200m2, 標高46.60mから 52.80rnである。追構

は、その頂部に古墳が1基検出され調査を実施した。調査は、平成6年4月20日から着手し、同

年6月6日に終了した。

王丸出口遺跡は、詳細分布調査時に、崖面より石室が半壊した状態で発見された。現状は、

国道3号線周辺の宅地造成に伴い、元来山林であったところが、著しく改変されている。このま

までは自然崩壊が進み全壊する危険があったため、緊急発掘調査を実施した。調査範囲は、宗

像市大字王丸（字出口） 427 -9周辺で、面積約50m八標高34.50mから 40.25rnである。調査

は、平成5年4月19日から恙手し、同年5月28日に終了した。
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番号登録番号 遺跡名 所 在 地 時代 報 告 害 特記事項 備考

l 330433 大井二倉 大字大井272(也 占墳・弥生 第10集 • 第11渠 弥生の環濠 ・蛇行鉄器 調査後消滅

2 330654 大井池ノ谷 大字大井563池 古墳 石棺より人骨多数検出 潤査後消滅

3 330794 田熊下平井 大字田熊12181也 古墳 ・弥生 石棺より捩文鋭 調査後消滅

4 330413 束郷凸塚 大字東郷701・702-703他 古墳 第21集 宗像で古い前方後円墳 公園

5 330418 スペット ゥ古墳 大字田熊640他 占墳 束郷遺跡群 調査後消滅

6 330506 久原遺跡 大字久隙388他
弥生 ・古墳

第19集 銅剣 ・銅矛や埴輪など
一部公園

中世 出土

7 330667 干丸品熊 大字王丸1231他 古墳 今回報告 調査後消滅

8 330669 王丸長谷 大字王丸1153他 占墳 今回報告 凋査後消滅， 330569 王丸出口 大字モ丸427-9他 古墳 今回報告 現状維持

10 330193 I光岡六助 大字光岡279-1他 占墳 住居跡 ・河川 調査後消滅

11 330782 許斐山 大字王丸623(也 中世 山城 公園

第 1表 周辺遺跡一覧表
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2 組織と構成

平成5年度 王丸出口遺跡発掘調査組織構成

総 括 宗像市教育委員会 教 コ目公 長 森下照清

教育部長 芹野温亘

社会教育課長 吉田繁利

文化係長 原 俊 一

庶務 ・会計 原 俊 一

発掘調査担当 主任技師 安部裕久

平成6年度 王丸高熊遺跡発掘調査組織構成

総 括 宗像市教育委員会教 育 長 森下照消

教育部長 芹野温亘

社会教育課長 花田俊六

文化係長 原 俊 一

庶務 ・会計 原 俊

発掘調査担当 技 師 白木英敏

平成8年度 王丸長谷遺跡発掘調査組織構成

~{; 公じヽ 括 宗像市教育委員会教 育 長 森下照清（前任）

林 英典（現任）

教育部長 中野和人

社会教育課長 藤野英美

文化係長 原 俊一

庶務 ・会計 主任主査 織戸敏子

発掘調査担当 技 師 岡 刀塩ヽ

嘱 託 白石康弘

平成9年度 報告書作成組織構成

総 括 宗像市教育委員会教 育 長 林 英典

教育部長 織戸勝也

社会教育課長 藤野英美（前任）

井上 弘（現任）

文化係長 原 俊一

庶務・会計 主 事 井上幸恵

報告書担当 技 師 岡 崇
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第2章位置と環境

王丸周辺は、宗像市と宗像郡福間町との境にある許斐山 (271m)から北および北東方向に派

生する丘陵上に多くの遺跡が点在する。また、この丘陵一帯の地質は、北崎花尚閃緑岩と呼ば

れる火成岩からなっており、地表近くでは、花尚岩が風化して形成された真砂土を産出する。

王丸地区において現在確認された遺跡のほとんどは石室墳で、それらを西から）I[員に記すると

次の通りである。

王丸高熊遺跡 （第3図一 l・2)は、現在日の里団地の南端に位置し、許斐山から北方向に派

生する丘陵の西端に位置している。行政区では、大字王丸1191、1186-1、1184、1231番地周

辺である。遺構は、 4基以上の古墳からなる。今回は、同丘陵の先端に所在する古墳 l基を報告

する。谷を挟んで東側は、王丸長原遺跡 ・王丸長谷遺跡である。

王丸長原遺跡 （第3図ー3)は、王丸長谷遺跡が所在する丘陵と同一の丘陵で、国道3号線を

挟んで南側に位置する。行政区では、大字王丸998、999-2、1000番地周辺である。逍構は、 2

基以上の古墳からなる。谷を挟んで東側は、王丸清勢B遺跡 ・王丸清勢c遺跡である。

王丸長谷遺跡 （第3図ー4)は、王丸長原遺跡が所在する丘陵と同一丘陵で、国道3号線を挟

んで北東側に位置している。行政区では、大字王丸1162-2、1135、1153、1156-1~3、

1158 -2と4、1151-1番地周辺である。遺構は、 7基以上の古墳からなる。今回は、調査した

5基を報告する。谷を挟んで東側は、王丸清勢A遺跡である。

王丸清勢C遺跡 （第3図ー 5)は、王丸清勢A遺跡が所在する丘陵と同一丘陵で、国道3号線

を挟んで南側に位置している。 行政区では、大字王丸 1013、1015、1017-I番地周辺である。

遺構は、5基以上の古墳からなる。

王丸清勢B遺跡 （第3図ー6)は、国道3号宗像福間線の拡幅工事に伴って確認された。行政

区では、大字王丸1031、1033番地である。平成2年度に古墳 l基を調壺しその後消滅した。

王丸清勢A遺跡 （第3図ー7)は、王丸清勢B遺跡 ・王丸清勢c遺跡が所在する丘陵と同一丘
陵で、国道3号線を挟んで北東側に位置している。行政区では、大字王丸 1041-2、1043-I~ 

4、1052番地周辺である。逍構は、14基以上の古墳を確認していたが、国道3号線から東郷駅を

結ぶ立体交差の建設に伴い、 1041-2、1043-2、4番地の範囲を平成元年度に調査し、古墳6

基がその後消滅した。

王丸梅ノ木谷遺跡 （第4図ー8)は、許斐山より東北東方向に派生する丘陵上である。行政区

では、大字王丸531-1番地周辺である。遺構は、古墳4基が確認されている。そのうち平成9

年度に2基を調査した。

王丸出口遺跡 （第4図ー9)は、王丸梅ノ木谷遺跡よりさらに東北東方向に派生する丘陵の先

端に位置する。行政区では、大字王丸427-9番地周辺である。遺構は、 3基以上の古墳が確認

されている。今回崩壊を危惧される 1基を報告する。
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第3図 王丸長谷遺跡(4)・王丸高熊遺跡(2)周辺遺跡分布図 (1/5,000)

- 5-





第 3章王丸長谷遺跡

I . はじめに

本遺跡は、宗像市の南西部、宗像郡福間町との境にある許斐山 (27Im)の北東裾に派生する

舌状丘陵上に所在する。本丘陵の西側の谷を挟んでほぼ平行に伸びる丘陵には、エ丸扁熊遺跡

が所在し、東側の谷を挟んで伸びる丘陵には王丸消勢遺跡が所在している。また南側は国道で

切られ独立丘陵状を呈しているが、本来は、 1本の舌状丘陵である。国道を境に現在南側を工丸

長原遺跡、北側を王丸長谷遺跡と別の名称となっている。

今回の調査地点は、国道3号線の北側で、国道と日の里団地を結ぶ幹線道路の西側に位置して

いる。本丘陵では、良質の真砂土が採掘されるため、土砂採取がおこなわれ、その丘陵上にあ

る古墳の削平が免れなかったため発掘調査を実施した。調査は、土砂採取に必要な範囲で順次

実施し、計3回にわたり調査した。 1次調杏は 1号墳と 2号墳、2次調査は 3号墳と 4号墳、 3次

調査は5号墳である。

本丘陵は、東側斜面が畑地として開墾され、西側は、果樹園の造成などによって階段状に大

きく削られており、そのほとんどが篠竹などによって覆われていた。尾根は他の丘陵にくらベ

ると痩せており、現状では、石材の散布や若干の高まりを有していたため、陵線上に古墳が営

まれていると想定された。

調査区は、古墳とその周辺を含めて約 1000面で、調査区内の篠竹や低木などの伐採からおこ

ない、 I/100の平板測量で25cm等高線の現況測蟄図を作成した。その結果、調壺区杓の標裔は、

52mから 71mの範囲であった。基準杭は、先に設定し、後に国土調査法第II座標を用いて結合

する方法をとった。

I[ . 発掘調査の記録

1. I号墳

(1)遺構

墳丘および外形 （第 6 図 • 第2表・図版2-4・5) 

現状は、 59.75mを最嵩所とし、墳丘の東と西、及び北側の 3方が、後世の開墾により大きく

削平され、墳丘北側には奥壁部分と想定される石材が転石と してあった。墳丘の規模は直径約

8m・ 高さ約 lmの円墳である。

溝は、南西側の尾根を切るように掘られている。形状は、馬蹄形を呈すと思われるが、東西

共に墳丘同様削平されているため両端を確認することはできなかった。規模は、残りの良いと

ころで幅2.0m ・深さ20cmを測る。
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地山整形は、北側で40cm以上、南側で60cm以上削り出して基底部を造り出している。

盛土は、側壁の上半部から天井石を覆うようにあったと想定されるが、既に削平をうけてい

たために詳細は不明である。

主体部 （第 7 図 • 第3表 ・図版2)

本墳の埋葬施設は、主軸をN-51°-Eにとり、尾根方向に開口する単室の横穴式石室である。

墓壊は、腰石の上3段目のところから約60cm程掘り 下げて床面とし、平面プランは長方形を

呈す。袋道は、南西短辺に付設している。

石室の破損状況については、天井石および右側の玄室側壁 ・袖石・前庭側壁を削平によって

すべて失う。床面なども右側壁と奥壁のコーナ一部分が削られ、敷石なども失う。

石室は 、 左側の玄室側壁 ・ 袖石 • 前庭側壁が残る。また、右袖石は、石を抜いた痕跡を残し、

2枚構成の奥壁も右側 l枚が崩落し根石を残すのみとなっている。このことから転石として検出

された石材は右奥壁であると想定される。

玄室プランは、やや胴張りの長方形である。

左側壁は、 4つの腰石を用いて、その上に石材を積んでいる。玄門から 4番目の石材がやや大

きいため、玄門から 3番目の腰石と、玄門から 1番目と 2番目の腰石の問に根石を用いて高さを

調整している。玄門から 3番目と 4番目の腰石は、）禾面から扁さ 50cmから 60cmの石材を使用し

ているのに対し、玄門から 1番目と 2番目の腰石は、高さが半分であるため 2段積みにして高さ

を調整し、上部は3段から4段までの塊石積みで残る。

敷石は、地山の面に、赤褐色の粘り気の強い粘質土を貼り、その上に花滴岩の角礫 (2cmから

10cm大）を不規則に敷く 。一部に赤色顔料が見られる。

玄門袖石は、 左側で高さ 96cmの 1つの立石を使用し、玄室と前庭側壁に組み込まれている。

右側では、抜き跡と根石を残し欠失する。玄門幅は復元で60cmを測る。

左前庭側壁は、現状で7石使用し塊石積みで設ける。

閉塞石は、桓石の上に平な石材を横に2段積み重ね、さらに墓道側から塊石積みで閉じていた

ものと推測する。

(2)出土遺物

玄室内や墳丘周辺において、鉄器や土器は出土しなかった。
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第7図 王丸長谷遺跡1号墳主体部実測図 (1/40)
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2. 2号墳

(1)遺構

墳丘および外形 （第6区I.第2表）

調査区の北端に位置し、士砂採取の最中に発見された。墳丘や馬蹄形溝などは削平のため検

出されなかった。墓道は、南東方向に伸びるが、古墳の南側を通る農道によって北東側の端が

削平されていた。

主体部 （第 8 図• 第3表・図版3・4)

本墳の埋葬施設は、主軸をN-60°-Wにとり、谷方向に開口する羨道部を設けた横穴式石室

である。

墓堀平面プランは、隅丸の長方形を呈し、南東側の 1辺がややすぼまり、墓道につながってい

る。墓城は、腰石の上2段目のところから約 80cm程掘り下げて床面としている。

石室の破損状況は、天井石や楯石はなく、右側前庭側照も農道の削平によって失う。

石室は、玄室および羨道からなっており、共に腰石より 2段から3段目の積み石まで残っている。

石室プランは、奥壁側がやや長い逆台形である。

奥壁は、 2つの石材を使用している。2石は、大きさが異なり、右側は、長さ 1.04m・高さ

0.80mと規模が大きく、左側は、長さ 0.60m・高さ 0.64mで小さい。

右側壁の腰石は、 3石からなるが、奥壁側の 1石が根石を残して欠失する。側壁は腰石の上に

30cm大の円礫を積んで3段目まで残る。

左側壁の腰石は、 4石からなる。腰石の下には、玄門から 1番目と 3番目の腰石に根石を敷い

ており、基礎を固定し高さを調整している。玄門から 2番目の腰石は、他の腰石に比べて幅が狭

いため、玄室の長さの調整をおこなったものと想定している。側壁は、右側壁にくらべやや大

きい石材を塊石積みしている。

敷石は、玄室側壁や奥壁の周辺に 10cmから20cm大のやや大きく平な礫を使用し、内側に5cm 

前後の角礫を使用している。

玄門部の右袖石は、腰石と同じ高さの石材を用い、その上に 1段積んで拒石より嵩さ 90cmと

し、また、左袖石は、腰石の高さとほぽ同じ 50cm程度で、その上に 2段積んで高さ 84cmと

し、楯石をのせていたものと想定する。

第2桓石は、長さ 56cm・幅最大26cm・ 厚さ 20cmの石材を右袖石に詰めて横長に据え、 空いた

部分を小礫で埋める。

羨道部プランは、ほぽ長方形である。

羨道部の側壁腰石は、左右とも 2石で組まれるが、右側腰石 l石が抜き跡を残して失う 。側壁

は、右側腰石の上に 1段残っているほかは、いずれも腰石のみ残る。

敷石は、玄室と異なり、 IOcm大の礫を全面に敷く 。

羨門部は、左袖石が残ってお り、羨道部のプランに比べ狭く、面の丸い石材を使用している。
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右袖石は、欠失しているが抜き跡を確認している。

第 1桓石は、 2石で構成され、右側の円礫が残る。

閉塞石は、第 1柩石の周辺より散らばって検出されたことから、小礫を積み上げて閉じていた

ものと推測される。

前庭部は、ハの字状に開き、前庭側壁の左側の石材は、 3石で構成され、内 l石を欠失する。

右側の石材は農道により削平される。

(2)出土遺物

土器は、玄室内より 3点・墓道より 3点出土した。長頸壷と高杯は、玄室右側壁から玄門部に

かけてのコーナー床而より検出され、平瓶は、玄室の右側壁中央で腰石に寄せた状態で検出し

た。墓道からは、土師器の高杯2点と須恵器の甕が破砕した状態で検出された。

金属器は、武器類の鉄刀・鉄鏃などがいずれも羨道部床面より検出され、鉄刀の関の部分に

は、エ具類である鉄斧が付着した状態で出土した。装身具は、羨道部中央のやや右寄りの床面

より銀製の耳環が出土 した。

土器 （第 11図 ・第4表・図版7)

須恵器

平瓶(J)は、ほぽ完形であるが口縁部の一部を欠いている。

頸部は、やや11、J傾し上位に沈線が1条めぐる。胴部は、扁球形で最大径が中位よりやや上にあ

る。調整は、頸部ヨコナデ調整、胴部、肩部にカキ目の後にナデ調整をし、胴部下半は、静止

ヘラ削り調整である。

胎土は、 2mm以下の白色砂粒を含み、焼成は良好。色調は青灰色から黒灰色である。

計測は、口径7.4cm・ 器高 14.4cm・ 頸部径5.3cm・ 胴部最大径 16.2cm・底部径8.4cmを測る。

長頸亜(2)は、口縁部の一部を欠くがほぽ完形である。

頸部は、やや外反しながら広がり上部でやや内湾気味になる。 n唇部は丸く仕上げ、内傾す
る外面には、 2条の凹線が施されている。外而内面共に回転ヨコナデ調整である。

胴部は、上半部に最大径を有し、肩部に2条の凹線を施している。外面上半部はナデ調整で底

部付近では静止ヘラ削り 、底部は、指圧痕が認められる。

胎土は、 Immから 5mm大の石英や長石の粒子を含む。焼成は良好。色調は青灰色から黒灰色で

ある。

計測は、口径 17.8cm・ 頸部最小径4.5cm・ 胴部最大径 16.4cm・ 底部径9.4cm・ 器高 18.5cm・ 頸

部高7.9cm・ 胴部高 10.6cmを測る。

高杯(3)は、ほぼ完形である。

杯部は体部と底部の境がやや屈曲し、屈曲部に沈線状の段を有する。外面の調整は、体部上

半部を同転ヨコナデ調整、見込みは不定方向のナデ調整、杯部外面下部は、回転カキ目調整を
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施している。

脚部は、基部より大きく外反し、端部はシャープに仕上げている。調整は、内外面ともに回

転ヨコナデ調整を施す。

胎土は、白色の細砂粒を多く含み、焼成はやや良。色調は、全体的に暗灰褐色である。

計測は、口径9.6cm・器高8.2cm・ 基部径 1.9cm・ 脚径7.6cmを測る。

甕(6)は、墓道より破片で検出された。同一個体の小片が数点出土した中で特徴のある口縁部

から頸部を図示した。

口緑部は、肥厚し、口唇部と端部が外へ尖る。頸部は、 2条平行の沈線が2列引かれ、その問

に縦に長い刺突文が施されている。内而の調整は、ナデで仕上げる。

土師器

高杯(4・5)は、羹道より破砕した状態で出土し、接合した結果2点あった。

(4)は、坪部の口唇部や脚部の口唇部がやや欠損するほかはほぽ完形である。

杯部は、外面上半部でやや屈曲するが、他9ま丸く仕上げる。調整は、内而に一部ヘラ磨き痕

が確認できるが、表面風化が著しく詳細は不明である。

杯部と脚部の接続は、杯部の底部に突起を施し、脚部に差し込むタイプである。

脚部は、屈曲部に段を有し、脚柱部は、縦方向のヘラ肖ljりを施している。

胎土は、白色の細砂粒を多く含む。焼成は、やや良だが表面の風化が進んでいる。色調は、

赤褐色から黄褐色で一部黒褐色を帯びる。

計測は、口径12.6cm・ 杯部高4.7cm・ 基部径3.1cm・ 脚部高5.4cm・ 脚径9.9cmを測る。

(5)は、杯部のみ検出された。口縁部は、やや歪み、体部は屈曲せず丸く仕上げている。調整

は内面に一部ヘラによる磨きが確認されるが、他は風化が著しいため観察できなかった。

金属器 （第 1 2 図 • 第 5 表・図版 8)

武器

鉄刀(I)は、切先を玄門部側に、背を左側壁に向けて検出された。茎先端を欠くはかは切先ま

でほぽ完存している。

茎は、現存で長さ 5.5cm程と短く、幅は関側で2cm、現存する先端では 1.3cmと狭くなり、背

の厚みは4mmである。関から 1.5cmのところにぱ、目釘が残っていて、長さ 3.1cm・径5mmを使用

し、把と茎を固定している。

関部には、鍔が残っている。鍔は現状で不定五角形を呈し鞘元が取り付いている。

刀身は、平造りの平背で、断面が2辺の長い三角形である。切先は、背が尖り弧を描いて刃部

に達する。一部に木質が残っている。刀身の長さ 50.4cmで、背の厚みが6mm、幅は鞘元側で3.3

cm、切先側で2.8cmを測る。

鉄鏃(4~ 8)は、平根式でいずれも鏃身部が方頭型を呈している。(4)は、範被から頸部の途中
まで残るが、他は鏃身の下部から折れている。

(9)は、尖根式で鏃身部が片刃型である。鏃身部から茎部までほぼ完存する。
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(10)は、箆被部で断面が四角である。

(11)は、尖根式で鏃身部のみで長頸型を呈している。

(12・13)は、茎の部分で断面円形を呈し木質が残っている。

工具

鉄斧(2)は、鉄刀の鍔に付着して検出された。袋部は、錆が付着し内法は計測できなかった。

袋部と刃部の境は、斜めに肩を有す。刃部は、弧状を呈しやや斜めに削り出して厚さ 4mmほどに

仕上げている。全長7.7cm・刃幅4.5cmを測る。

装身具

耳環(3)は、銀メッキを施したものでやや肉厚である。直径は 1.9cmX 2.0cmでほぼ円形である。

断面径は、 5.0mm X 6.5 rnn1で楕円を呈す。対となる耳環は出土しなかった。

3. 3号墳

(1)遺構

墳丘および外形 （第 6 図 • 第2表）

1号墳より 20mほど南の地点の尾根上で検出された。

現状は、標高61.25mの所で若干の高まりを呈 し、地表面には石材が散在していた。墳丘の西側

および東側は、開墾による崖落ちで削平される。尾根上の南北は、かろうじてその原形を留め

ている。

溝は、主体部の南側の尾根を切るように検出された。形状は、馬蹄形であるが、西側は、や

はり崖落ちによって削平される。規模は、幅 1.68m・ 深さ 0.4mを測る。

墓道は、馬蹄形溝につながる。

主体部 （第 9 図 • 第 3 表 ・ 図版 5 -24~27) 

本墳の埋葬施設は、主軸をN-37°-Eにとり、尾根方向に開□する単室の横穴式石室である。
墓城平面プランは、隅丸の長方形を呈し、南西側の短辺に墓道が付設され、やや上がりぎみ

で馬蹄形溝とつながる。墓城の深さは、墓城検出面から床面地山まで約90cm掘り下げられてい

る。

石室の破損状況は、天井石はなく 、玄室左側壁や袖石なども開墾による崖落ちで既に床面か

ら失う。

玄室プランは、残る右側壁と奥壁から推測してほぽ長方形である。

奥壁は、2つの石材が用いられ、 左側は幅約70cm・高さ約50cmと大きく、右側は幅約30cm・

高さ約40cmとやや小振りの石材を使用している。

右側壁は、 4つの腰石の上に3段から 4段目まで残っている。腰石は、玄門から 1番目が幅40

cm・ 高さ 40cmの正方形の石材を使用しているほかは、低く細長い石材を使用していることから、

石室プランの調整をおこなっているものと想定している。
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玄門から 2番目と 3番目の腰石の上には、高さ幅とも約50cmの大型の石材を積んでいるため

高さが合わず、玄門から 1番目と 4番目の腰石の上に 1段から 3段分の石材を積んで、高さを調

整し、 4段目をほぼ水平に積んでいる。

敷石は、 10cmから 20cm大の角裸を用い、中央の縦軸と左端の縦軸の列を基準にして敷いてい

るものと推測される。

玄門部右袖石は、側壁と前庭側壁の問に組み込まれており、高さ 40cm・幅28cmの立石の上に

2段積み上げられた桓石上面から高さ 73cmを有し、その上に天井石を積んでいたものと想定さ

れる。また、左袖石は、削平によって失う。

桓石は、床面より高さ 20cmほどの段になっており、幅20cmから 30cmの石材2つを左袖石に詰

めて置かれ、右袖石との隙間に石材を噛ませてある。

閉塞石は、桓石の上より 4石を台状に設け、長さ 66cm・ 高さ 36cm・幅20cmの板状の石を置

き、その上に長さ 84cm・高さ 20cm・幅最大40cmの礫で天井石との間を塞いだものと想定され

る。

前庭側壁は、右側のみ検出され1列の3段積みで簡素である。左側は、削平によって失う。

(2)出土遺物

土器は、馬蹄形溝内よりほとんど破砕した状態で出土した。 主に須恵器の甕が検出され4個体

程度確認できた。土師器なども出土しているが、小片であるため当古墳の年代決定にな り難く、

実測も不可能であった。

鉄器は、武器類の直刀や鉄鏃などが出土し、装身具は、ガラス玉が出土している。いずれも

玄室内床面から検出された。

土器 （第 11 図 • 第4表 ・図版9-53 ~ 56) 

須恵器

甕(7~ JO)は、いずれも墓道より破砕した状態で検出された。接合の結果4個体あったが、完

形はなく特徴的な口縁部を図化した。

(7)は、口縁部から肩部である。口縁端部は、肥厚して段を有する。頸部は、緩く外反し、内

外面ともにヨコナデ調整である。肩部は、丸身があり外面は平行叩きの後回転カキ目調整を施

す。内面は同心円の圧痕である。計測は反転復元であるが口径 17.8cn1・頸部径12.2cmを測る。

胎土は白色の細砂粒を多く含み、焼成は良好。色調は、青灰色から灰褐色である。

(8)は、口縁部から肩部にかけての小片である。頸部下半は、直線的で上半から外反し、端部

は外に張り出して段を有す。頸部と胴部の境は、外面でやや屈曲し内面は丸く仕上げる。調整

はいずれもヨコナデ調整である。肩部の調整は、外面平行叩きの凹みに自然釉が付着している。

内面は、同心円の圧痕である。胎土は黒色粒および白色粒を含みシルト質である。焼成はやや

良。色調は全体的に黄灰色で断面と頚部は暗灰色である。
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(9)は、口縁部から頸部にかけての小片である。頸部は、外反し端部は外に張り出してシャー

プな段を有す。頸部内面から端部は、ヨコナデ調整で、外面は、風化が著しいが、波状文を確

認できた。胎土は、白色の小礫を含みやや軟質である。焼成はやや良で色調は全体的に黄灰色

である。

(10)は、口縁部から頸部にかけての小片である。頸部はやや外反し、端部外面は、 2本の沈線

で肥厚した状態を削り出し、内面は段を有す。頸部と胴部の境は、内面で屈曲し、外面は丸く

仕上げる。調整は、いずれもヨコナデ調整である。胎土は、黒色粒や白色粒を多く含み軟質で

ある。焼成は不良で色調は薄い緑灰色である。

鉄器その他 （第 12図 ・第5表 ・図版9-57 ~ 60) 

武器

鉄刀(16)は、玄室床面の中央部分で右腰石に沿って出土した。・切先は、奥壁側を向き、刃は腰

石側を向いていた。

茎は、現存で長さ 8.8cm・幅1.5cmを測る。表面は錆が被うとともに木質が一部残っていたが、

目釘穴は、確認できなかった。

関は、背の部分で段を有し、腹の部分では茎に 1.5cmよったところで傾斜が始まる。

刀身は、平造りの平背で、断面が2辺の長い三角形であるe 切先は背の方から刃にかけて膨ら

みながら砥いでいる。通常の切先は、背が尖り弧を描いて刃部に達する。このため切先部分が

折れその後砥ぎ直したのではないかと推測する。

刀身の長さ 57.7cmで、背の厚みが4mm、幅は3cm切先側で2.5cmを測る。

鉄刀(17)は、玄室床面から出土した刀身の一部である。平造りの平背で、断面が2辺の長い三

角形である。16の刀身は、ほとんど完形であるため同一個体ではない。幅2.6cmで背の厚さは3

mmと薄い。

鉄鏃(18・19)は、平根式でいずれも鏃身部が圭頭斧箭式である。

(18)は、ほぽ完形。鋒長は両辺がほぼ直線的で、鏃身の最大幅から箆被部にかけてやや内傾す

るc 頸部は、木質の繊維が残る。鏃身長8.1cm・ 最大幅3.6cm・頸部長3.6cmを測る。

(19)は、鋒長の両辺がややふくらみ、鏃身の最大幅から箆被部にかけてやや内傾する。頸部は、

木質の繊維が残っているが、箆被から Icm先より折れている。鏃身長7.5cm・ 最大幅3.3cmを礁I]

る。

(20)は、 平根式で鏃身部が腸袂三角形式を呈 している。鋒長と逆刺の両辺がやや段を有してい

る。鏃身部は4.2cm・最大幅3.6cm、箆被部は、途中で折れているため現存長で3.6cmを測る。

装身具

丸玉(2I)は、ガラス製で紺色である。中央部は丸く、上・下面は平らに削られている。孔は、

径2mmと一定の大きさで穿たれている。胴部径0.95mmから l.lOmm・高さ8mmを測る。

小玉(22・23)は、いずれもガラス製である。

(22)は、淡い緑色である。上面から中央部、下面にかけては、調整を施していない。孔は、径

- 17 -
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第9図 王丸長谷遺跡3号墳.4号墳主体部実測図 (1/40)
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I mmで一定の大きさで穿たれている。胴部径4.5mm・ 高さ 4mmを測る。

(23)は、紺色である。胴部は丸く、上 ・下面ともに平らに削られている。孔は、径 Immで一定

の大きさで穿たれている。中央部径5mm・ 高さ 4mmを測る。

4. 4号墳

(l)遺構

墳丘および外形 （第 6 図• 第2表）

地山整形や墳丘などは削平によ って残っていない。

主体部 （第9図 ・第3表 ・図版5-28・29) 

本墳の埋葬施設は、主軸をN-63°-Wにとり南東側の谷方向に開口する小石室である。

石室破損状況は 、 奥壁・敷石・据石• 前庭側壁などはなく、腰石も右側壁の4石と左側壁の 1

石が残存するのみで、この腰石も動いているものと想定される。

遺物は、出土していない。

5. 5号墳

(1)遺構

墳丘および外形 （第 6 図• 第2表）

古墳は、最も国道3号線沿いに位箆し、遺跡内の最高所標高71mからやや南に !Omほど下っ

たフラットな部分に検出された。現状は、古墳周辺に石材が散乱していて、石室墳の崩壊した

ものと想定された。表土は、重機によって除去し、地表から 10cmほどのところで腰石を検出し

た。

墳丘や溝などは、先の開墾によって検出されなかった。

主体部 （第 10 図• 第3表 ・図版6)

本墳の埋葬施設は、 主軸をN-78°-Wにとり、ほぼ西側に開口する横穴式石室である。墓堀

は、北と南側の一部と東側が「コ」字状に残っていて、平面プランは隅丸長方形を呈していた

と推定される。墓城南側では墓堀壁と石室が密に組み込まれているが、北側では、 30cmから 40

cmの開きがあり、作業場として空間を設けたのではないかと推測する。

石室の破損状況については、天井石はなく、墓道側は、玄門部と玄門部側の左腰石 1石が開墾

時に生じた崖面によって削平されている。

残存部分は、左腰石と奥壁、右腰石の上に栢み石が2段から 3段確認される。石材はすべて花

蘭岩を使用し、側壁の一部に赤色顔科がみられる。

玄室プランは、やや胴張りの長方形である。
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左側壁は、 2石の腰石を用いているが、奥壁から 1番目の腰石が高さ 80cmと高く、奥壁から2

番目の腰石はその半分と低いため高さをあわせるように小礫で積み上げて調整している。

奥壁は、 2石で組まれ、左側は長さ Im・ 高さ 75cmの大きな石材を使用しているのに対し、右

側は、右腰石との隙間を埋めるよ うに幅30cm・ 高さ 60cmと小規模な石材を使用している。

右側壁は、 3石の腰石を用いており、いずれも幅約70cm・ 高さ 60cm大のやや丸い石材を均等

に使用している。腰石と腰石の隙間に、縦長の石材や小礫で高さを調整し床面から 80cmのとこ

ろでほぽ水平に積まれている。

敷石は、花尚岩の角礫 (10cmから 30cm大）で面が平らな部分を上に敷いている。玄室中央に

は、いくつかの石材に赤色顔料が塗布されている。玄室の奥壁右側と西側は、盗掘や攪乱によ

って失う。

(2)出土遺物

土器は、出土していないが、鉄器は、玄室床面の右側壁中央より鉄鏃2本出土した。

鉄 器 （第 12 図 • 第5表 ・図版9-61) 

武器

鉄鏃(24)は、右側壁中央で右腰石側に検出された。尖根式で鏃身部が片丸造りを呈している。

頸部は、断面長方形である。箆被は、断面台形の刃部状に叩きつぶしている。

鏃身部長2.7cm・ 幅1.2cm・ 頸部8.0cmを測る。

(25)は、右側壁中央で右腰石と敷石の間より検出された。尖根式と思われるが鏃身部は折れて

いて形状は不明である。頸部から茎部の部分で箆被の段を有する。茎部の一部には、木質が残

っている。
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第 4章 王丸高熊遺跡

I . はじめに

本遺跡は、宗像市の南西部で、宗像郡福間町との境にある許斐山 (271m)の北方向に派生す

る舌状丘陵上に所在し4基以上の古墳から構成されている。当古墳は、丘陵の先端にあり、現状

では、国道3号線から日の里団地を結ぶ幹線道路によって丘陵が切られ独立丘陵状となっている。

王丸地区周辺の地質は、北崎花岡閃緑岩で構成され、地表近くでは、花岡岩が風化した良質

の真砂土が採掘される。

今回は、幹線道路沿いに位置し、 土砂採取がおこなわれるのに伴って、丘陵頂部の古墳の削

平が免れなかったため発掘調査を実施した。

調査区は、古墳とその周辺を含めて約200面で、古墳を中心に南北方向に自然地形が残る。自

然地形は、標高46.61mから 52.83mの範囲で、古墳はその最高所にある。

Il. 発掘調査の記録

1. 1号墳

(1)遺構

墳丘および外形 （第 13 図 • 第2表）

墳丘の西側は土砂採取などで大きく削られ、東側及び北東側の一部でも削平を受けているが、

現状で復元すると径約 12mほどの円墳である。

盛土などは、削平や盗掘などによって認められなかった。

墳丘裾は、丘陵の頂上に造墓されているため、地山整形により削り出されている。墳裾から

頂部の比高差は、南側で 1.3m・ 北側で約2mを測る。

主体部 （第 14 図 • 第3表 ・図版10)

本墳の埋葬施設は、主軸N-81°-Wにとり、西に開口する単室の横穴式石室である。

墓城は、地山から掘り込まれ、検出平面は、隅丸の長方形である。墓道は、西側の短片に付

設されていたものと想定されるが、現状では既に削平される。

石室の破損状況は、天井石および玄門部、前庭側壁などを失う。

石室は、右側壁の腰石2石 ・左側壁の腰石3石が残存しているが、玄門部が失われているため

正確な腰石の数は確認できない。

奥壁は、 2石で構成され、左側が長さ 78cm・ 高さ 42cmと大きな石材を使用 し、右側は長さ 20

cm・ 高さ 30cmの右側壁の腰石との間を詰める程度の小形の石材を使用している。

- 24 -



第 13図 王丸高熊遺跡遺構配置図 (1/200) 

52.50m 

2m 

第 14図 王丸高熊遺跡1号墳主体部実測図 (1/40)
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玄室プランは長方形である。

右側壁の腰石は、比較的詰めて据えており、奥壁の横と膀石の面をあわせているのに対して、

左側壁の腰石は、石材と石材の間が透いていて、奥壁と腰石の角をあわせる程度である。

左側壁は、 3石の腰石の上に同等の問隔で石材を3石積み、奥壁側ではさらに同規模の石材を

真上に積んでいる。

奥壁は、腰石の上に厚さ 16cm前後の石材を 2段積んで、左側壁の3段目と高さを調整してい

る。

右側壁においても、腰石の上だけに石材が残っており、左側壁と同様な積み方をしていたも

のと想定される。

敷石は、4cmから 10cm程度のやや角張った礫を使用している。

石材は、いずれも花尚岩である。また、石室内の壁面および敷石には、赤色顔料が所々に塗

布されている。

(2)出土遺物

玄室床面より 、鉄刀片や刀子などが出土し、鉄鏃は、束状で検出された。

鉄器 （第 1 5 図 • 第5表・図版 11-72)

武器

鉄刀(I)は、玄室内埋土より検出されたが、刀身部の一部である。鉄身に木質が被っており、

本来鞘に納められていたと想定される。現存長5.7cm・ 身幅3.2cm・背の原さ 8mmを測る。

鉄鏃(4~ 27)は、墓道側の右側壁床面で2つの束となって検出された。いずれも尖根式である。

(4 ~ 16)は、鏃身部が片刃矢造りで逆刺をもつタイプである。鏃身部の断面は、 2辺の長い三角

形で箆被部は断面長方形である。(17・I8)は、鏃身部が片丸造りの竪箭式で箆被部は断面長方

形である。 (19~27)は、いずれも箆被部から茎部である。

工具

刀子(2)は、束で検出された鉄鏃群の直上より検出された。切先の一部を欠損するほかは残り

が良い。刃部は、やや反っており、関は、両関造りで、茎は、関から茎先端と平行して木質の

繊維が残る。刃部長6.9cm+a ・ 関幅1.6cm・ 茎長4.8cmを測る。

刀子(3)は、束で検出された鉄鏃群よりやや奥壁側で単独で検出された。ほぽ完形で(3)に比べ

ると小さい。刃部は、やや反っており、関は、両関造りで、茎は、関から茎先端と平行に木質

の繊維が残る。刃部長4.6cm・ 関幅 1.4cm・ 茎長2.3cmを測る。
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第15図 王丸高熊遺跡出土鉄器実測図 (1/3)
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第 5章王丸出口遺跡

I. はじめに

本遺跡は、宗像市の南西部で、宗像郡福間町との境にある許斐山 (27lm)の北東側裾に派生

する舌状丘陵上に分布する数基の古墳から構成されている。当古墳は、宗像市遺跡詳細分布調

査によって発見されたものである。

現状は、国道3号線建設やその周辺の宅地造成等に伴い、箸しい改変を受けている。遺跡の最

北端に位置している古墳は、石室が半壊して崖面に露出した状態であり、このままでは、自然

崩壊が進み全壊する危険性があるため今回の調査となった。

調査区のほとんどが宅地によって削られているが、約50吋という狭い範囲でかろうじて自然

地形が残る。この自然地形は、標高34.50mから 40.25mの範囲に広がっており、古墳はその最高

所にある。 丘陵は、さらに東北東方向へ伸びていたが既に削平されており 、この古墳以外にも

遺構が存在していた可能性は高い。

II . 発掘調査の記録

1. 1号墳

(1)遺構

墳丘および外形 （第 16 図• 第2表）

古墳は、径約 10mほどの円墳であると想定できるが、墳丘は著しい改変のため盛土の詳細な

範囲は認められなかった。墳丘東側では、崖の断面に地山整形と幅0.35mの溝を確認した。溝は、

自然地形で残る幅 l.Smの範囲にのびると想定されたが、南側半分に樹木があ り、地権者と協議

の結果調査することができず、一部検出したに留めた。

主体部 （第 17 図•第 3 表・図版 11 - 68 ~ 71 )

埋葬施設は、主軸をN-72°-Wにとり、西北西方向に開口する単室の横穴式石室である。

墓堀は、地山から掘り込まれており、南側はほぼ完存するが、東側短辺と北側の墓道を含む

長辺は法切りになって削られる。墓道は、西側の短辺を切って付設している。

石室の破損状況は、天井石は既になく、玄室内は、左玄門側の腰石から右奥壁側の腰石にか

けて、崖面の断面に露出し、斜めに削られている。したがって、左側壁は、玄門側腰石 l石のみ

石抜痕を残し、奥壁を含めて失う。

石室は、玄室右側の側壁と前庭部、左右共に袖石が残っており、特に玄門側の右側壁は、最

も破壊を免れ、腰石より上に5段目まで残っている。
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第 16図 王丸出口遺跡遺構配置図 (1/200) 
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第 17図 王丸出口遺跡 1号墳主体部実測図 (1/40)
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玄室プランは、この腰石から判断すると長方形と想定される。

右側壁の腰石は、玄門側の 1石が、幅70cmとやや長い石材を使用し、他3石は、長さ 50cmと

ほぼ同等の規模の石材を使用している。腰石の上には、整然と 2段目から 3段目と積み上げられ

るが、墓道側がやや低くなったため、 4段目で墓道側にやや大きめの石材を用いて高さを調整し

ているが、水平がつかず、 5段目を積んでいる。ただし奥壁側には、 4段以上の石材が残ってい

ないため詳細は不明である。

左側腰石は、墓道側の 1石が抜き跡の一部と根石を残すのみで他は失う。

玄室床面は、全面に敷石を敷いているが、右側腰石の塁道側から 2番目までは、 4cmから 6cm

大の礫を平均的に用い、奥壁側では、 10cm平均の礫を敷き並べていて大きさが異なる。

地山と敷石の間は、暗褐色租粒質土を貼っており、敷石の安定を図っているものと想定され

る。

袖石は、玄室側壁と前庭側壁に組み込まれ、玄門部を構成している。左右共に縦長の石材を

立てて用いその上に 1石積んで天井石が架けられていたものと想定される。左袖石は高さ 52cm、

右袖石は高さ 62cmで右側壁の4段目の高さで調整している。

前庭側壁は、塊石積みされた3石で構築され、その隙間に小礫を埋め込んでいる。

桓石は、 2段で構成され墓城底と墓道の高さを調整している。 1段目は、長さ 32cm・幅22

cm・ 高さ 13cmで2段目との間に小礫を挟み、 2段目は、長さ 54cm・幅40cm・ 高さ 22cmの礫の平

面を生かすように用いられている。墓道と桓石の間の裏ごめ土は、敷石下層と同様暗褐色粗粒

土を用い硬く締まっている。

閉塞石は、 10cmから 20cm大の礫を塊石積みし、その上に長さ 75cm・ 高さ 30cmから 40cmの I

枚岩を使用している。追葬時には、この 1枚岩を開閉していたのではないかと想定する。

(2)出土遺物

玄室床面の右側壁中央より刀子 1点が出土した。

鉄器 （第 18 図• 第5表 ・図版11-n -o) 

工具

刀子(I)は、刃部を床面に切先を右腰石に向け

て検出された。比較的残りがよく関は両関式で、

茎は木質が残っている。刃部の長さは7.0cm・

関の幅 1.2cm・ 柄の長さ4.1cmを測る。
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第2表 古墳の規模一覧表

古墳
立地 頃形

墳丘
方向
器壊 墓燐 墓壊

構造 主 軸
玄室床面

玄室面積 外部施設
番号 規棟 最大長 最大幅 最深部 梧高

王丸長谷遺跡

1号墳 丘陵尾根 円墳 Sm 尾根線平行l3.3m 0.6m 横穴式石室 南西に開ロ 58.6m 4n{ 馬蹄形溝

2号墳 北束斜面 円墳 尾根線直行 4.5m 2.9m 0.8m 横穴式石室 南東に開ロ 53.4m 3.3面

3号墳 丘陵尾根 円墳 Sm 尾根線平行 3.7m 0.5m 横穴式石室 南西に開ロ 60.3m 2.8nf 馬蹄形溝

4号墳 丘陵尾根 円墳 尾根線直行 15m 0.2m 横穴式石室 南東に開口 62.7m 

5号墳 丘陵尾根 円墳 尾根線直行 28m 0.6m 横穴式石室 西に開口 68.2m 

王丸商熊遺跡

1号墳 丘陵尾根 円墳 12m 尾根線平行 2.5m 0.7m 横穴式石室 西に開口 51.8m 1 7 rrf 

王丸出口逍跡

1号墳 丘陵尾根 円墳 10m 尾根線直行 1.7m 1.3m 横穴式石室I西北西に開口 39.lm 馬蹄形溝

第3表 古墳主体部計測表 単位はすぺてm

占墳 石 室長 玄室長 玄室 幅 羨道長 前庭長 前庭幅 袖石幅 奥壁～ 奥壁～

番号
左 右 l:i. も・ 奥 中央 月．f．j 左 中央 左 奥 玄門

第2桓 第 1桓

王丸長谷遺跡

1号墳 364 278 144 50+ a 270 

2号墳 525+ a 455+ a 213 211 150 138 155 98 jllO+ a 70 64 220 375 

3号墳 297 250 255 
＇ 

4号項 96+ a 65 

5号墳 170+ a 239+ a 117 143 

王丸高熊逍跡

1号墳 178 I 158 102 96 
王丸出口遺跡

1号墳 250 192 35 

第4表 王丸長谷遺跡土器計測表 単位はすぺてcm

報告 出土
法 量 備 考

番号 地点
種類

譴 1 器高
基部 ・ 底 ・脚

頸部怪
胴部径

径
胎土 ． 焼成 ． 色凋

1 
2号墳
須恵平瓶 7.4 

2mm以下の白色砂粒を含む。

玄奎部
14.4 5.3 16.2 8.4 良好 • 青灰色から黒灰色

2 
2号墳

須恵長頸壷 17.8 18.5 
1~5mm大の石英や長石を含む。

玄室部
4.5 16.4 9.4 

良好。青灰色から黒灰色

3 
2号墳
須恵 尚杯 9.6 

白色の細砂粒を多く含む。

玄室部
8.2 1.9 7.6 

やや良。暗灰褐色

4 
2号埴

土 師尚杯 12.6 10.1 
白色の細砂粒を多く 含む。

茎道
3.1 9.9 

やや良表面風化。赤褐色～黄褐色

5 
2号項
土師 高 杯 12.8 

2~5mm大の長石を所々含む。
募道

3.0 
やや良表面風化。赤褐色～黄褐色

6 
2号墳
須患甕

墓道
粘性が強い。良好。紫灰色～灰褐色

7 3号墳 須恵甕 17.8 l 2.2 
白色の細砂粒を多く 含む。

やや良。百灰色～灰褐色

8 3号培 須恵甕
白色粒や黒色粒を含むシル ト質。

やや良。 黄灰色～暗灰色

， 3号墳 須恵 甕 白色の小礫を含みやや且質。

やや良。黄灰色

10 3号墳 須 恵甍I 白色粒や黒色粒を多く 含み軟質。

不良。 緑灰色

- 32 -



第5表 金属舘・ 装身具計測表

報告番号 出土地点 種類 形 式 計 測 単位はすぺて mm

1 2号墳羨道部 鉄刀 I 直刀 刀身長504・刀身幅33~28・ff厚6・茎長55+a• 茎幅20
2 2号項羨道部 鉄斧 鍛造 全長77・刃部幅45・刃部原4

3 2号墳汲道部 耳環 銀環 直径20~19・断面径6.5X5

4 2号墳羨道部 鉄鏃 広根方頭 鏃身部長74.5・鏃身部輻28.5・茎長39

5 2号墳羨道部 鉄鏃 広根方頭 鏃身部長75+a • 鏃身部幅27
6 2号墳淡道部 鉄鏃 広根方頭 鍬身部長65+a・ 鏃身部輻28

王
7 2号墳羨道部 鉄鎌 広根方頭 鏃身部長43+a・ 鏃身部輻27

8 2号墳沃道部 鉄鏃 広根方頭 鏃身部長47.5+a・ 徽身部幅27

丸
， 2号項羨遣部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長9・鏃身部幅7.西被部長87・茎部長33

10 2号墳羨道部 鉄鏃 尖根 箆被部長96

11 2号墳羨道部 鉄鏃 尖根 鏃身部長25・撤身部幅8
長 12 2号墳羨道部 鉄鏃 尖根？ 茎部長33+a 
13 2号墳羨道部 鉄鏃 尖根？ 茎部長48+a

谷 14 2号墳羨道部 不明鉄器

15 2号瑣羨道部 不明鉄器 I 
迫
16 3号墳玄室部 鉄刀 直刀 刀身長557・刀身幅30~25・背厚4・茎長88・茎幅15

17 3号墳玄室部 鉄刀 直刀片 刀身長63・刀身船26・背財:4

跡
18 3号墳玄至部 鉄鏃 広根圭頭三角形 鏃身部長81・鏃身部糀36・茎部長36

19 3号墳玄室部 鉄鏃 広根圭頭三角形 鏃身部長75・鏃身部幅33・萎部長9+a 

20 3号墳玄室部 鉄鏃 広根腸快 鏃身部長42・鏃身部幅36・茎部長36+a 

21 3号墳玄室部 ガラス玉 丸玉 径11.0~9.5・品さ8.孔径2

22 3号墳玄室部 ガラス玉 小玉 径4.5・高さ4• 孔径1
23 3号墳玄室部 ガラス玉 小玉 径5.高さ4・孔径l

24 I 5号墳玄室部 鉄鏃 尖根繋箭 鏃身部長27・鏃身部幅12・茎部長80

25 5号墳玄室部 鉄鏃 尖恨？ 箆被部長64+a・茎長48

1 1号墳玄室部 鉄刀 直刀 刀身部長57・刀身幅32・背厚8

2 1号墳玄室部 刀子 刀身部長69+a・ 関幅16・茎部長48

3 1号墳玄室部 刀子 刀身部長46・ 関幅14・茎部長23

4 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長26・鏃身部幅8・箆被部長90+a

5 1号墳玄至部 鉄鏃 尖根片ガ 鏃身部長31・鏃身部9届7.5・尼被部長98・茎部長6+a I 
6-A 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長25・鏃身部幅7・箆被部長68+a 

6-B 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長25・鏃身部幅6.5・箆被部長79・茎部長6+a
7-A 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長33・鏃身部幅8.距被部長19+a
7-B 1号墳玄室部 鉄鍬 尖恨繋箭 鏃身部長27・鏃身部幅10・箆被部長96・茎部長18+a 
7-C 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長20・鏃身部幅7・箆被部長87・茎部長16+a 

8-A 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根竪箭 鏃身部長15+a・ 鏃身部船10・箆被部長93・茎部長2・a

王
8-B 1号墳ム・室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長33・鏃身部輻9.距被部長22+a 
9-A 1号墳玄室部 I鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長17・鏃身部幅6.範被部長40+a 

丸
9-B 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長24・鏃身部幅6・箆被部長9+a 
10-A 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根 箆被部長30+a 
10-B ］号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 全長39錆により計測不能 I 

高 10-C 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長23・鏃身部輻8・箆被部長16+a I 
11 1号墳玄至部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長16・鏃身部幅6・箆被部長48+a 

熊 12 1号墳玄室部 I鉄鏃 尖恨片刃 鏃身部長23・鏃身部幅7・産被部長48+a

13 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長15+a・鏃身部幅7・箆被部長32+a

逍
14 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長28・鏃身部幅7・蕗被部長17+a 

15 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 鏃身部長35・鏃身部幅6.5・箆被部長19+a 

跡
16 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根片刃 録身部長27・激身部幅7・箆被部長ll+a

17 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根繋箭 鏃身部長23・鋭身部幅11・箆被部長23+a 

18 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根繋箭 鏃身部長18・鏃身部幅5.5・箆被部長25+a 

19 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根 臣被部長55+a・茎部長48+a 

20 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根 箆被部長33+a・茎部長16+a 

21 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根 箆被部長33+a・ 茎部長6+a 
22-A 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根 箆被部長32+a・茎部長28+a 
22-B 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根 箆被部長32+a・ 茎部長12+a 

23 ］号項玄室部 鉄鏃 尖根 蕗被部長49+a・茎部長4+a 
24 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根 箆被部長47+a・ 茎部長32+a 

25 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根 箆被部長59+a・茎部長3+a 

26 1号墳玄室部 鉄鏃 尖根 茎部長90+a 

27 1号墳玄室部 鉄鏃 尖恨 臣被部長40-a・茎部長47
王丸出口追跡

l 1号墳玄室部 刀子 刀身部長70・関幅12・茎部長41
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第6章まとめ

今回の報告は、王丸長谷遺跡 ・王丸高熊遺跡 ・王丸出口遺跡の3件で、 7基の古墳を調査した。

そのなかで王丸長谷遺跡は、1つの丘陵に5基検出されてお り、丘陵単位の墓制の特徴を簡単に

述べることとする。又、王丸高熊遺跡 ・王丸出口遺跡は、 1丘陵における 1基単独の調査であっ

たため全体像がつかめないことから、個々の石室の特徴から王丸周辺の古墳の簡単な所見を述

べてまとめとしたい。

立地は、王丸長谷遺跡の2号墳が、北東斜面に築かれている他はいずれも丘陵の稜線上である。

これは、王丸長谷遺跡2号墳の築造時期がいずれの古墳より新しいため、尾根に選地できなかっ

たものと思われる。

石室の開口方向は、王丸長谷遺跡 1号墳と 3号墳が南西方向の稜線にほぼ平行であり、 2号

墳 ・4号墳は南東方向、 5号墳は西方向で稜線にほぼ直行する。

石室の構造は、 2つのタイプに分けられる。

Iタイプ ・石材は、側壁の腰石が4石で積石の石材と規模が同等かやや大きいものを使用して

いる。奥壁は、 2石で構成され左右の大きさが異なる。前庭側壁は、ほとんど発達せず、墓道は

上り傾斜である。開口方向は、丘陵尾根の稜線に平行である。閉塞石は、桓石から 2、3段まで

平石を積み上げその上に円礫を塊石積みしており、追葬を意識しているものと思われる。

IIタイプ・奥壁および側壁の腰石は、その上に積む石材に比べ格段に大きい。開口方向は、

丘陵尾根の稜線に直行し、墓道は下る。

Iタイプは、王丸長谷遺跡 1号墳、王丸出口遺跡 1号墳に該当し、王丸清勢遺跡 1号墳とほぼ

同時期で本遺跡では上限であると想定される。

IIタイプは、王丸長谷遺跡2号墳.5号墳が該当する。時期決定できる遺物は、王丸長谷遺跡

2号墳の玄室床面より出土した平瓶、長頸壷、高杯で、いずれも小田絹年のNA期と推測され、

本遺跡の下限に位置づける。
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図版



図版 1

(1)遺跡周辺の航空写真 (1/12,500)昭和53年6月撮影 1. 王丸長谷遺跡 2. 王丸高熊遺跨 3.王丸出口遺跡

(2)王丸長谷遺跡全景 （東から） (3)王丸長谷遺跡全景 （北から）
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